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　小説家には、短編を得意とする作家もいれば。長編の得意な人もいる。ロシア文学を例にみると、
前者の一例がチェーホフである。後者として直ちに思いうかぶのはトルストイだ。実際には短編も
書いているのだが、『戦争と平和』に代表される一群の長編作品の印象は圧倒的だ。短編と長編は
どう違うのか。素人の感想にすぎないが、長編小説はそもそも短編小説とは異なる全体的構想力が
求められているように思う。もちろん短編小説にも構想力は必要だが、構想力の性格が違うのであ
る。短編小説を何本か集めても―例外はあるが―長編小説にはなりにくいのではないか。
　本紀要に掲載される論文は「短編」が基本である。ときおり上下 2 回にわけて掲載される「中編」
もあるが、例外である。本号には 10 本の短編と中編予定の 1 本が寄せられた。短編 10 本の半分 5
本が博士課程後期課程の院生の応募論文である。院生の応募が活発なのは喜ばしい。反面では、短
編を何本か完成させてから博士論文を書き上げることが通念となり、また奨励されている現実を反
映しているかにもみえる。博士論文はいうまでもなく「長編」である。長編の構想に従って部品と
しての短編を仕上げていく。公文書館の一次資料で構想を覆され、フィールドリサーチでは振り出
しに戻り、といった経験を繰り返していた何十年か前の自分自身には想像もつかないことではある。
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